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幼稚園（広島市）

幼稚園、保育園など「お子様を預かる施設」での設置事例
今回は、先月にマイロックを設置させていただいた幼稚園、認定こども園の設置事例をご紹介させていただきます。子ども達を取り巻く環境は、少子化、女性

の社会進出、待機児童問題など、一昔前とは大きく事情が異なっています。また、昨今の新型コロナの影響、子どもを狙った犯罪に対するセキュリティの問題

など新たな課題を抱える中で、国や自治体なども補助金、助成金などを通して支援を行っています。

①正面出入口には既に電気錠が設置されており防犯対策が実施されていました。ただ、ドアが

開いているときにそれを知らせる機能が無く、園児の飛び出しなどの不安がありました。また、解

錠するためには少し離れた場所にあるボタンを押す必要があり、不便を感じていたそうです。

既設の解錠ボタン 園児の手が届かない場所へ設置。アラーム音で開けっぱなしも防止できます。

②また、これまで来客時にインターホンが鳴ると、職員室内にあるテレビドアホンで画像を確認

し、解錠操作をする必要がありました。その不便を改善するため、マイロックの遠隔システムを利

用し、リモコンを携帯することで園内のどこにいても解錠操作ができるようになり、お困り事を解

消することができました。また、テレビドアホンを新しいタイプに変更するとともに、モニター付き

子機を携帯するなどして活用すれば「画像を確認し、解錠操作する」ことが離れた場所でも一度

で行うことができるようになり大変喜ばれています。

【遠隔システム】

離れた場所でもリモコンで解錠

操作できるようになりました。

新しくなったテレビドアホン。子機はモニター付（ワイヤレス）なので、持

ち運びも簡単、来訪者の画像も確認ができます。

認定こども園（大分市）
こちらの施設では、マイロックを正面入り口と裏門にそれ

ぞれ設置されました。園長先生によると、元々誰でも出入

りできる状態であったためセキュリティ強化の必要性を強く

感じられていたそうです。セキュリティ関連設備に補助金

が出ることもあり、このタイミングで工事を行いました。

認定こども園とは・・・

「教育･保育を一体的に行う施設で､

いわば幼稚園と保育所の両方の良さ

を併せ持っている施設」です。施設に

よりいくつかのタイプに分かれます。

これまでも多くの施設でマイロックが活躍しています。
セキュラのマイロックはこれまでも多くの幼稚園や保育園などで採用されています。オートロック機

能や締め忘れ防止アラームなどは、一般住宅とはまた異なる防犯上のニーズからお客様に大変喜

ばれています。私たちの製品が少しでも未来のある子供たちの安心・安全を守る一助となるのであ

れば、私たちにとっても最大の喜びです。

正面入り口（写真左）と裏門（写真

右）に設置されたマイロック。

セキュリティ設備の設置は、単に

その機能だけでなく、防犯意識の

高さを周囲に示すことによる防犯

効果も期待されます。
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《年末年始の休暇のお知らせ》

弊社では誠に勝手ではございますが、以下の期間中を年末年始の休業期間とさせていただきます。

何卒ご了承の程、宜しくお願い申し上げます。

休業期間 令和３年 １２月２９日（水） ～ 令和４年 １月４日（火）

年末年始の製造、出荷業務は混雑が予想されます。お客様各位にはご迷惑並びにご不便をお掛け

致しますが、あらかじめ余裕をもってご発注いただきますよう、ご協力の程お願い申し上げます。

下関海響マラソンに参加しました!
セキュラの地元である山口県下関市で「下関海響マラソン」

が２年ぶりに開催されました。大会ではゲストランナーとして

下関市出身で東京パラリンピック女子マラソンで金メダルに輝

いた道下美里選手をはじめ、千葉真子さん、猫ひろしさんなど

のゲストランナーも参加し大会を盛り上げて下さいました。

そして、セキュラには若干１名からなる（今後増員予定？？）マラソン部が存在し

ます。今回その社員がフルマラソンに参加し、アップダウンの激しい屈指の難コース

でありながらも見事に自己ベストで完走しました！本人曰く「今回、地元で自己ベス

トが更新できたことは自信になりました。先ずは社内で部員を増やし、将来はニュー

イヤー駅伝に出る！それくらいの気持ちでこれからも頑張ります！」とのこと。今後

の弊社社員の活躍に乞うご期待ください！

応援に駆け付けたセキュラ社員

に笑顔で手を振るT次長。

応援に来てくれた新入社員

と、しばしの歓談。

おそらく陸上部への入部を

勧誘されています。

アップダウンが続く一番苦しい時間帯。（T次長：写真中央）

必死に歯を食いしばりながら集団に付いていきます。

今月の言葉 大谷翔平選手特集

２０２１年の顔と言えば誰を思い浮かべますか？おそらくほとんどの人がその候補の一人として挙げる

のがメジャーリーガーの大谷翔平選手だと思います。大谷選手の活躍は、テレビでも連日報道されていた

通り、ホームランやピッチング＝リアル二刀流の活躍を通して私たち日本人に大きな夢や希望を与えてく

れました。今回はそんな「今年の顔」の一人である大谷翔平選手の言葉をご紹介します。

①160kmを目標にしたときも、できないと思ったら終わりだと思って、3年間やってきました。

⇒大谷選手は高校時代に１６０kmのスピードボールを投げるという目標を立て３年生の

時に達成しました。努力しても必ずしも目標は達成できないかもしれませんが、少なくとも

チャレンジしない限り達成は絶対にありません。大谷選手はその目標達成のために目標達成

シート（マンダラチャート）を作成していたことは有名な話です。
（９×９のマスがあり中心に目標を、そのマスを取り囲む８つのブロックに達成に必要な要素を記入）

②無理だと思わないことが一番大事だと思います。無理だと思ったら終わりです。

⇒投手と野手の二刀流については、日本のプロ野球の入団時もメジャーリーグに移籍したときも多くの

評論家から否定的な意見が述べられていました。普通の人なら周囲からの否定的な言葉に委縮して諦めて

しまいそうですが、自ら無理だと決めつけないこと、チャレンジすることに意味があることを示している

言葉です。現在では大谷選手の二刀流を否定する声は見事に無くなりました。

③他人がポイッて捨てた運を拾っているんです。

⇒大谷選手と言えば、試合中にフィールドに落ちているゴミを拾う姿がしばしば見られますが、そこには

こんな思いがあるのだそうです。ちなみにこれは高校時代の佐々木監督の教えとのこと。プレーだけでな

く、その人柄がこれだけ多くの人に愛される理由なのではないでしょうか？

大谷選手の言葉を通して教わることは、決して最初から無理だと決めつけない、

既成概念の中だけで物事を決めつけてはいけないということではないでしょうか。

このことは私たちの企業活動の中で陥りがちな停滞状況から脱却するための一つ

のヒントを示唆してくれているように思います。

マンダラチャート例

レース終了後のオフショット


